
第5章 段丘・丘陵

https://www.gsi.go.jp/CHIRIKYOUIKU/daichi.html
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間氷期

気温の変化

これだけは知っておきたい
「過去20万年前以降の気候変化」

●氷期・間氷期サイクルの気温変化は急激な温暖化、短い間
氷期、長期の寒冷化
⇒過去100万年間で約10回のサイクル

●約2万年前に最終氷期は終わり、急激な温暖化が始まった

●現間氷期で、最も温暖な時期はすでに過ぎ去った

20万年前

現在 過去

12万年前

気温の変動が海水準変動を引き起こした

（氷期の関東、「環境考古学」、安田喜憲）

火山活動が活発
⇒関東ローム層の堆積
草原と大型動物
⇒槍を持った人類

(C)園山俊二「はじめ人間ギャートルズ」



氷期が約1万年前に終わりを迎え、海水準は上昇し、約6
千年前に現在より約3mほど高くなり、台地を刻む谷は
溺れ谷になった

その後、海水準は現在のレベルまで低下し、沖積低地が
形成された

海水準変動によって東京湾周辺の地形が形成された（貝塚ダイヤグラム）

広域で共通の地形形成作用

（貝塚、1977）

武蔵野期

下末吉期

立川期

縄文前期

現在

①

②

①

③

④

⑤

約12万年前、下総台地は古東京湾の海底
だった
⇒この海底が隆起して現在の台地面に
なった（下末吉面=下総上位面）

約6万年前の海水準の停滞期に下末吉面の
下位に武蔵野面と呼ばれる地形面が形成
された

約2万年前の最終氷期最寒冷期に海水準は
100mほど低下し、古東京川が形成された



地表面も変動していた
－台地面を形成した地盤変動－

・関東平野中央部は沈降、周辺は隆起
⇒プレートテクトニクスを思いだそう

・複数の地形面が形成された
⇒断続的な海水準変動

（左図）関東平野の地形面区分
関東平野は台地・丘陵の面積的割合が多く、沖積低地は台地
間に帯状に分布する。台地・丘陵は造盆地運動によって平野
周辺部で高く（隆起）、平野中央部が低い（沈降）。（風景
のなかの自然地理）

木曽川デルタにおける相対的海面変化曲線（風景のなかの自然地理）



1．崖と坂の町
東京を歩くと坂が多いことに気がつく。なぜでしょうか。
⇒東京の市街地が台地と低地の上に発達しているから。

東京周辺の地形（「風景のなかの自然地理」より）
江戸末期(1849～1865年）における江戸の土地
利用と地形（「風景のなかの自然地理」より）



濃尾平野の地形(下）と大阪の地質（右）

大阪平野の地質(地震本部）

濃尾平野の鳥瞰と東西断面図（風景のなかの自然地理）

https://www.hp1039.jishin.go.jp/kozo/Osaka9/2-1-3.htm


2．段丘の定義と分類

段丘とは：低地が離水して、河川侵食、または海岸侵食
によって一方ないし四方を崖で縁取られ、周囲より不連
続に高い平坦地をもつ階段状ないし卓上になった高台

段丘の分類
地形場：海岸・河岸・湖岸段丘
形成過程：海成・河成・湖成段丘
段丘化の原因：
気候段丘・氷河性海面変動段丘・変動段丘

形成時代：更新世段丘・完新世段丘

沼田付近の河成段丘
（地理院地図）

南房総市、洲崎付近の変動段丘

北海道、日高山地東部では更新世に形成され
た扇状地が開析され、完新世段丘が形成され
ている様子をみることができる（風景のなか
の自然地理）

https://www.gsi.go.jp/kikaku/tenkei_kasen.html#%E6%B2%B3%E5%B2%B8%E6%AE%B5%E4%B8%98%E5%8F%8A%E3%81%B3%E6%AE%B5%E4%B8%98%E5%B4%96
https://cyberjapandata.gsi.go.jp/3d/site/index.html?did=gazo1&lat=36.640557718597044&lon=139.06561517113005&z=14&cpx=-65.749&cpy=-13.586&cpz=35.610&cux=-0.396&cuy=-0.032&cuz=0.918&ctx=-6.867&cty=2.520&ctz=10.809&a=2
https://maps.gsi.go.jp/#11/42.842073/142.948608/&base=std&ls=std%7Chillshademap%7Cexperimental_landformclassification1&blend=0&disp=110&lcd=experimental_landformclassification1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m


3．丘陵とは
山地と呼ぶほどでもない、低い山並み
①低地・台地からなる狭義の平野周辺に位置する
⇒関東平野周辺の丘陵

②一見山地であるが、遠望すると定高性のある稜線⇒多摩丘陵
③新第三紀、前期更新世の半固結堆積岩からなることが多い
④-1定高性をもつ堆積面起源の丘陵（高位段丘）
④-2堆積物を欠く削剥面（侵食平坦面）起源の丘陵

山地になりきれない房総丘陵

隆起速度が速い
（海岸線では1000年に1m程度）
半固結の堆積岩からなる
⇒侵食速度が速い



4．河成段丘の形成過程ー気候段丘の形成

①ひとつ前の間氷期（約12万年前）
・海水準は高い（侵食基準面が氷期に比べて高い）
・温暖で植生に覆われる⇒侵食が少ない
・川は大量の土砂を運ぶ必要がない
⇒河床順断面形が緩やかになる

②氷期（最寒冷期は約2万年前）
・海水準が下がる（侵食基準面が下がる）
・山地は寒冷のため植生が疎で風化・侵食が起こる
・降水量が少なく川は生産された土砂を運搬できないの

で上流では堆積が生じ、河床が上がる
・川の下流では侵食基準面の低下により下刻
⇒河床縦断面形が急になる

③現在の間氷期（約1万年前以降）
・①と同じ状態

◎異なる時代に形成された段丘面が上流、下流で上下関係
が変わることに注意
◎氷河性海面変動は広域にわたる（汎地球的な）現象なの
で同じような段丘のパターンが離れた場所でも認められる



堆積段丘の形成 ・河川流量に比較して土砂が多い場合⇒堆積が生じる
・土砂量が減少した場合 ⇒侵食が生じる

・ある事象によって河川流
量と土砂バランスがくずれ、
土砂生産量がヵ条になると
運びきれない土砂が過酷を
埋積
・その後、土砂生産量の減
少あるいは流量の増加によ
り河川は堆積物を下刻
・侵食を免れた部分は離水
して堆積段丘になる

Q:ある事象とは？
・気候変動
・火山噴火
・崩壊、地すべり
・その他

侵食段丘の形成 ・段丘面が侵食面である段丘
・側刻によって形成



河川は自ら河床勾配を調節する
・河川流量に対して多量の土砂が供給⇒河床勾配が急になる
・土砂が減れば、緩い河床勾配でも供給される土砂を運搬できる

●考えてみよう
・上流にダムができたら下流の河床
勾配はどうなるか

（国土交通省資料）

https://www.mlit.go.jp/river/pamphlet_jirei/kasen/gaiyou/panf/gaiyou2005/pdf/c1.pdf


岩石海岸の模式図（貝塚,1992)

波食台

5．海岸段丘の形成過程

地理院地図：室戸岬

海岸段丘（海成段丘）：過去の海面に関連してで
きた海成の平坦面が不連続的に離水して、海岸線
に沿って階段状に分布する地形。平坦な段丘面上
は旧汀線で、背後の段丘崖は旧海食崖にあたる。

南房総市、洲崎付近の変動段丘

房総半島南西部に観られる隆起海食台と波食台
1923年の隆起波食台の背後は、1703年の元禄地
震で陸化した最新の段丘面（濃い赤）。最高位の
段丘面（薄い赤）は、約6500年前の縄文海進期
に形成された。
（風景のなかの自然地理）

https://www.gsi.go.jp/kikaku/tenkei_umi.html#%E6%B5%B7%E6%88%90%E6%AE%B5%E4%B8%98


6．段丘と丘陵の地形・地質－関東平野西部を中心に
関東ローム層による編年：多摩面・下末吉面（約12万年）・武蔵野面（約6万年）・立川面（約2万年）



杉原(1970)によると下総台地は下総上位面と下総
下位面および河川沿いの千葉段丘から構成される

下総上位面＝下末吉面(約12万年前)
下総下位面≒下末吉面（約9万年前）
千葉段丘＝武蔵野面(約6万年前)

下総台地の地形 杉原重夫(1970)：下総台地西部における地形の発達、地理学評論、43、703-718.

下総下位面

下総上位面
千葉段丘

八千代市を流れる新
川沿いの地形面

●地理院地図で見て
みよう

https://maps.gsi.go.jp/#13/35.733972/140.107956/&base=std&ls=std%7Chillshademap%7Cexperimental_landformclassification1&blend=0&disp=110&lcd=experimental_landformclassification1&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0&d=m


7．武蔵野台地の地形・地質と水
台地の開析谷：東京では谷戸、千葉では谷津
・渋谷はどんな地形に立地しているか
武蔵野台地では標高50mほどの位置に池（湧水、地下水の露頭）
・井の頭池、善福寺池、石神井池
武蔵野台地の基盤は更新世後期の海成層
・東京層、上総層群
武蔵野面の基底には武蔵野礫層
・武蔵野礫層は良好な帯水層



下総層群（成田層）の構造と地下水－地下水は多層構造を呈する

（柴崎ほか、1966)

宙水：不透水層の存在によって、連続的な飽和帯である本水と独立に存在する地下水
⇒関東ローム層下位の常総粘土層上に対する宙水

本水：連続する飽和帯
⇒上の図の本水Ⅰと本水Ⅱは降水量の多い時期には一連の地下水となる
⇒気候の乾燥化、あるいは地下水位の低下により、本水Ⅰ（実質的には宙水）と本水Ⅱに分離



谷津(谷戸）の誕生と発達 谷頭は湧水点
地下水の流れが
最も集中する場所

台地の上には、主谷が
形成される前にあった
谷が残っている

谷底は地下水面
湿地が形成される

(LaFleur ed. Groundwater as a Geomorphic  Agent)

潮が退いた後の砂浜
海岸における出来事

地下水の流れと地
形は相互作用し、
谷が成長していく

谷津は地下水の排水系

台地の谷の発達は
地下水の流れと密
接な関係にある



8．段丘と丘陵の地形・地質－濃尾平野南東部を中心に

・名古屋周辺では西から東に沖積低地・台
地・丘陵が配列
・名古屋城は熱田台地の上に築かれた城
・東山丘陵は、中新世から更新世に存在し
ていた「東海湖」の堆積物と、それを覆う
更新世の地層からなる
⇒暮らしの場である土地の地質に関する表
現に慣れよう
・熱田台地（熱田面）の最下部は砂、下部
層は内湾性の海成粘土、上部層は陸成の砂
⇒海水準の上昇を意味する
・熱田面は関東の下末吉面に対比できる
・大曽根面は最終間氷期最盛期以降の海面
低下期に形成

（風景のなかの自然地理より）

後氷期の海水準の上昇により、ある地点の地質
は海成層から陸成に層に変わる



9．段丘地形の共通性と差異

●段丘地形の共通性をもたらすもの
・気候変動と海水準変動
・ほかにあるかな

●段丘地形の差異をもたらすもの
・特定の場所で生じるマスムーブメント（マスウエイスティング）
⇒地すべり、崩壊、土石流

・火山噴火
⇒火山灰、火砕流

・地質の違い
⇒風化侵食されやすい地質、されにくい地質

・気候
⇒地域により異なる降水量、降水の季節分布、気温変化

・流域の標高
⇒標高により植生被覆が異なる

・土地利用や人間活動
⇒人間の働きかけで、土地の侵食されやすさが変わる

・ほかにあるかな

桜島（鹿児島地方気象台）

北海道胆振東部地震（毎日新聞）



10．丘陵の地形特性と土地利用

●「里山」としての利用
・ひとと自然が相互作用し、新たな平衡状態に達した生態系

●特有の地形
・図5-10のP～F

●都市の郊外に立地す
ることが多いため、
ベットタウンとして開
発が進む
⇒様々な環境問題
・生態系の変化
・地盤災害
・その他

千里丘陵の変化を「今
昔マップ」で見てみよ
う（図をクリック）

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=34.774422&lng=135.507571&zoom=15&dataset=keihansin&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2


切り土・盛り土

●丘陵地に建設された住宅団地は平らな雛壇状に成形されているが、元の地形は起伏に富む丘陵
⇒山を削る：切り土、谷を埋める：盛り土
●適切に管理されていない場合、盛り土地で地すべり等が発生する可能性

https://ktgis.net/kjmapw/kjmapw.html?lat=35.632848&lng=139.374687&zoom=14&dataset=kanto&age=0&screen=2&scr1tile=k_cj4&scr2tile=k_cj4&scr3tile=k_cj4&scr4tile=k_cj4&mapOpacity=10&overGSItile=no&altitudeOpacity=2
https://disaportal.gsi.go.jp/


山地では段丘は貴重なひとの住処となる

平野周辺の段丘は台地となり、都会に暮らす人々の住処となる

都市近郊の丘陵は削られ、埋められ人の住処となる

一方で、人間活動は様々な負荷を段丘（台地）、丘陵に与える

利便性を与えてくれると同時に、人と自然は分断されてきた

どんなひとと自然の関係性を構築したらよいか、考えよう
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